
中医協 総－1－5  

1 9． 5．16  

平成18年度診療報酬改定結果検証に係る調査  

後発医薬品の使用状況調査  

童  
∈；；ヨ   報  



目  次  

1．調査の目的  

2．調査対象  

3．調査方法  

4．調査項目  

5．結果  

（1）回収の状況  

（2）薬局の属性（平成18年10月）  

（3）取り扱い処方せんの状況（平成18年10月）  

（4）後発医薬品への対応の状況（平成18年10月）  

（5）医薬品の備蓄状況（平成17年10月および平成18年10月）  

（6）後発医薬品へ変更した場合の、保険医療機関への情報提供．．  

（7）後発医薬品の使用状況（平成柑年10月23日～29日の状況）．  

36  

42  

47  

6．まとめ  

7．調査票  

O
 
1
 
 

5
 
5
 
 
 



1．調査の目的  

保険薬局における「後発医薬品への変更可jに処方医の署名等がある処方せんの受付状  

況等の把握、および保険薬局において実際に後発医薬品に変更して調剤した医薬品の状況  

等の把握を目的とした。  

2．調査対象  

全国の保険薬局から無作為抽出（都道府県別に層化）した1．000施設であり、「保険医療  

機関等における医療費の内容が分かる明細書の発行状況調査」の調査対象と同】である。  

3．調査方法  

自記式調査票の郵送配布・郵送回収とし、本調査の調査票と「保険医療機関等における  

医療費の内容が分かる明細書の発行状況調査」の調査票を同封して配布した。調査は平成  

18年11月に実施した。   

本調査では、施設属性、処方せん枚数等を尋ねる様式1と、実際に調剤した薬剤料を尋  

ねる様式2を配布した。様式2においては、後発医薬品への変更状況について、薬局の負  

担を軽減し回収率を上げるため、10／23～10／29の1週間の状況に限定して調査した。  

4．調査項目  

施設属性および後発医薬品の使用状況について調査した。  

図表1調査項目  

様式1（施設調査  

票）  

所在地、組織形態、職月数、調剤基本料の種類、基準調剤加算の有  

虹   

主な処方せん発行医療機関および当該医療機関に係る処方せん割合  

1ケ月の取り扱い処方せん枚数および「後発医薬品への変更可」欄  

に処方医の署名等がある処方せん枚数、実際に後発医薬品に変更し  

た処方せん枚数、後発医薬品情報提供料を算定した処方せん枚数  

後発医薬品への対応状況（「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署  

名等がなかった場合の対応、後発医薬品への変更に関する患者さん  

に対する平均説明時間等）  

後発医薬品へ変更した場合の銘柄等情報の医療機関への情報提供の  

方法、頻度、医療機関から受けた要望等  

後発医薬品の備蓄状況  

後発医薬品の使用促進策に関する閏傍点、課題等  

様式2（後発医薬  

品調剤情報票）  

処方せんへの記載銘柄に基づき調剤した場合の薬剤料および実際に  

調剤した（後発医薬品を含む）薬剤料   



5．結果  

（1）回収の状況  

様式1（施設調査票）の有効回収数は635であり、回収率は63．5％であった。このうち、  

10／23～29の期間内に後発医薬品へ変更した保険薬局（様式2（後発医薬品調剤情報票）を  

記入した薬局）は177施設であった。   

また、様式2（後発医薬品調剤情報要）に記載されていた処方せんの数（10／23～29に、  

「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があり、実際に複発医薬品に変更した処方  

せん枚数）は、1，032であった。  

図表2 回収の状況  

（2）薬局の属性（平成18年10月）  

り組織形態  

（ア）組織形態   

組織形態についてみると、「法人」（86．0％）が最も多く、次いで「個人」（13，2％）とな  

っている。  

園表3 租線形態  

O1  101  201  301 101  50I  801  TO1  801  901 100l  

調査票   有効回収数  回収率   

保険薬局数（様式1）   635   63．5％   

様式2に記載された処方せん枚数（177薬局分）   1．032  

l■法人も鳥人□無匝庵l  

（イ）法人の種類   

組織形態が「法人」の546施設において、法人の種類についてみると、薬局全体では「有  

限会社」（59．9％）が最も多く、次いで「株式会社」（36．8％）となっている。  

図表ヰ 組織形態（法人の種類）  

01  101  201  30，l  朋）1  501  801  70Ii  801  901 100l  

※ 白票、記載銘柄により調剤した場合の処方せんの薬剤料が後発医薬品を調剤した場合の   

薬剤料以上の点数である処方せん枚数、様式lと突合不能な票を除いたものを有効回収   

数とした。  

Ⅰ画義正田有亘会社田舎責姦料i合名姦牡□k回答l   



3）調剤基本料   

調剤基本料についてみると、「調剤基本料（42点）」（97．5％）が殆どを占めている。  

国表一 明剤基本料  

OI1  101  201  3（川   哺1  501  60％   70Ii  801  90篤  100l  

2）職員数（常勤換算）  

（ア）薬剤師   

薬剤師の職員数（常勤換算）についてみると、「2～3人未満」（38．6％）が最も多く、次  

いで「3人以上」（34．2％）となっている。  

図表5 薬剤師の職員数（常勤換算）  

∩＼  10ヽ   2nヽ   JOヽ  1∩ヽ   5Uヽ   601   701   8（lヽ   gOヽ  100ヽ  

【■錮基本科（42点）昭和基本料（★9点）□無回答  

i■ト2人未満ロ2－3人未満【‖人以上D無回酎  

4）基準調剤加算   

基準調剤加算についてみると、「算定していない」（43．6％）が最も多く、次いで「基準  

調剤加算1（10点）」（42．8％）となっている。  

図表8 基準調剤加算  

Ol tOヽ   20ヽ   301   40ヽ   SO1  601  TO1  80ヽ   g8ヽ  108l  

（イ）その他（事務職員等）   

その他（事務職員等）の職員数（常勤換算）についてみると、「2～3人未満」（34．2％）  

が最も多く、次いで「3人以上」（33．7％）となっている。  

図表8 その他（事務職眉等）の悶員数（常勤換算）  

nヽ  10＼  20ヽ   30＼  10＼   50ヽ   60ヽ  †0＼  8n1  90＼ 100＼  

I■由顔料加品川点）臼基準由加算2（30点）四i凱王いない□無面答1   

1■一人未満ロト2人未満82～3人未満■3人以上口無回答l  



5）主な処方せん発行医療機関   

主な処方せん発行医療機関についてみると、「診療所」が66．5％、「病院」が32．8％とな  

っている。  

図表9 主な処方せん発行医療機関  

O1  101  201  ユO1  401  501  601  701  80t gO1 100l  

（3）取り扱い処方せんの状況（平成18年10月）  

1）取り扱い処方せん枚数  

1ケ月全体の全ての取り扱い処方せん枚数についてみると、全保険薬局における合計枚数  

は969，365枚であり、平均1㍉43．57枚となっている。このうち、「後発医薬品への変更可」  

欄に処方医の署名等がある処方せん枚数は全体で165．402枚（全処方せん枚数の17．1％）  

であり、平均は268．g5枚であった。また、このうち、「後発医薬品へ変更可」欄に処方医  

の署名等はあるが、処方せんに記載されたすべての銘柄について後発医薬品が薬価収載さ  

れていないために、後発医薬品に変更することができない処方せん枚数は、合計14，278枚  

（平均25．09枚）であり、実際に後発医薬品に変更した処方せん枚数（1品目でも変更した  

場合を含む）は、合計9，452枚（平均15，60枚）であった。全処方せん枚数に占める、実  

際に後発医薬品に変更した処方せんの割合は、0．98％（＝9．452／969．365）であった。  

図表11取り扱い処方せん枚数  

！■病院臼診療所□無回答l  

全体（腱835）  

1薬局あたり  

全枚数    の平均牧欄   
①全ての取り扱い処方せん枚数  969．365  l．543．5了  

②うち、「後発医薬品への変更可」櫓に処方医の書名等がある  
l（i5．402   268．95  

処方せん枚数  

③うち、実際に後発医薬品に変更した処方せん枚数（1晶  
9，452   15．60  

目でも変更した場合も含む）  

侶）うち、後発医薬品情報提供料を算定した処方せん枚   
5．320   8．88  

数  

⑤r後発眉薬品へ変更可」欄に処方医の署名等はあるが、  

処方せんに記鼓されたすべての銘柄について後発医薬品が  
14．278   25．09  

薬価収載されていないために、後発医薬品に変更すること  

ができない処方せん枚数   

6）特定の保険医療機関に係る処方せん割合（最も多いもの）   

特定の保険医療機関に係る処方せん割合についてみると、「70％超」（60．9％）が最も多  

く、次いで「50～70％以下」（17．2％）となっている。  

図表10 特定の保険医療機関に係る処方せん割合（最も多いもの）  

O1  10ヽ   201  30t   40ヽ   501  801  70ヽ   801  90t lOOl  

岳・。二lも％以下馴0％－3古長房七日30一肌以下i占0－70％以下扁ふ扇元由l  
※ 平均枚数については、枚数の欄に回答があった施設のみの平均値である。  

図表12 全ての処方せんにおける、「後発医薬品への変更可」棉への処方医の署名の有無  

N三989．385  

01  101  201  ユOl  ■Ot SO1  801  701  8（I1  801 100l  

r≠享享云亘亘重責亭亡1   



2）後発医薬品への変更割合（処方甘ん枚数ベース）  

lケ月全体の取り扱い処方せん枚数（969．365枚）のうち、「後発医薬品への変更可」欄  

に処方医の署名等がある処方せん（165．402枚）について、それらの後発医薬品への変更状  

況を調査したところ、「後発医薬品に変更した」のは5．7％（＝9，452／165．402）であった。  

また、「すべての銘柄について後発医薬品が薬価収載されていないために、後発医薬品に変  

更することができない」が8．6％（＝14，278／165，402）であった。  

国表13r後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せん（N可65．402）  

における、後発医薬品への変更状況  

N＝165．4D2  

11＼   ＝）＼   20＼   jUヽ    りヽ    5（Iヽ    6ひ＼   701   8〇1   901   ＝叩l  

3）後発医薬品への変更割合（薬局歎ベース）   

平成18年10月1ケ月間全体で、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処  

方せんの取り扱いが1枚以上あった薬局は86．5％（549薬局）であった。  

図表141ケ月間の取り扱い処方せんのうち、後発医薬品への変更可欄に  

処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局敷の割合  

N＝635  

0ヽ    tOヽ    20ヽ    30ヽ   101   50ヽ    8nヽ   ？0ヽ    801   90＼   tO【，＼  

、  

y  ，  

／■後発由品への変更可の雷名のある処方せんの示り凱、が1枚以上ある如占剛飢、がない藁局tホ回答】  

図表15 後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せん取り扱い経験  

（主な処方せん発行医療機関別）  書後発医薬品ヒ変更した  
ロ後発医薬品に変更Lなかった  

1すべての銘柄について後発医薬品が薬価収載されていないために、後発医薬品に変更することができなL  

図表16 後発医薬品への変更可将に処方医の署名等がある処方せん取り扱い経験  

（薬剤師数別）  

10   



さらに、取り扱い処方せん枚数別にみると目立った傾向はみられていないが、薬剤師1  

人当たり取り扱い処方せん枚数が増えるほど、後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等  

がある処方せんの取り扱い経験は少ない。   

また、平成18年10月における後発医薬品の備蓄品目数別にみると、備蓄品目が多いほ  

ど、後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せんの取り扱い経験が多い傾向  

が見られた。  

図表17 後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せん取り扱い経験  

（取り扱い処方せん枚数別）  

国表19 後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せん取り扱い経験  

（平成18年10月における後発医薬品備蓄品目数別）  

図表18 後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せん取り扱い経験  

（薬剤師1人当たり取り扱い処方せん枚数別）  

11  12   



二のうち、「後発医薬品∴－の変更可」鰍こ処方医の署名等があろ処方せんの中り囲いが1  

枚以」二あった549薬局のうち、それらの処方せんを1枚以上実際に後発医薬品へ変更した  

薬局は54．2％（298薬局）、1枚も後発医薬品へ変更しなかった薬局は38．3％（210薬局）  

となっている。   

また、薬剤師数別にみると、薬剤師数が多いほど変更した割合が高い傾向が見られる。  

図表20 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

（549薬局）のうち、実際に後発医薬品に変更した薬局数の割合  

N＝549  

ロ＼   llll  ，∩＼   ユu＼  10＼   Snヽ    60ヽ    丁（l＼   80ヽ   90ヽ  lnOヽ  

さらに、薬局の取り扱い処方せん枚数別には目立った傾向はみられないが、薬剤師1人  

当たり取り扱い処方せん枚数が増えるほど、実際の後発医薬品への変更割合（薬局ベース）  

は減少している。  

国表23 後発医薬品への変更状況（取り扱い処方せん枚数別）  

倉  変  変．  舞  
し  
た∴   

か  

た 
298  

合   計   549   54．3％   
32  

500根来洒   59    54．2≠   35．6％  
72  

500～l抑0枚末萌   】40    封．4％   
73  

1000～1500枚未満   1こ】5   54・1単   

44  
1500～2000枕木構   81    54．3％   

7丁  

2000枚以上  134    5丁．5％   

無回答  

J  】  L  

；・それらの処方せんを1枚以上実際に後発医薬品へま更した薬局B後発医薬品へ変更しなかった薬局・掴㈲  

図表21後発医薬品への変更状況（主な処方せん発行医療機関別）  

合．  ∴変∴  変  照  
し1、，  

た∴   
か 
つ 
た 

298  
A   計   549   54．3％   

1】2  

病院   184   60．9％   
185  

診療所   36Ⅰ   5Ⅰ．2％   
2  

無回答   25．0％    50，0％   

図表24 後発医薬品への変更状況（薬剤師1人当たり取り扱い処方せん枚数）  

図表22 後発医薬品への変更状況（薬剤師数別）  

合   変∴  変，  無  
しごノ  
撃て・   

か 
つ 
た 

298  
合   計   549   5一蔓．3％   

56  
1～～人未満   ！写5   1l＋早I   

126  
2－さ人未満   218   トイやI   

】14  

3人以上   19：l   巨9．1笥  
2  

無回答   3    66．7％   

13  14   



国表25 後発医薬品への変更状況（平成18年10月における後先医薬品備蓄品目数別）  「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局におい  

て、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、実際に後発  

医薬品に変更した処方せんの割合についてみると、変更の割合が5％未満である薬局が78  

薬局ある一方、変更の割合が90％以上の薬局は41薬局あり、薬局ごとにばらつきが見られ  

る。  

図表27 「後発医薬品への変更可」桶に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

のうち、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、  

後発医薬品への変更割合別の度数分布  

■■■  
I50  

280  

＝柑  

100  

50  

0  

後発医薬品へ変更した298薬局のうち、変更割 合が不明な5薬局を除いた 29ユ藁鳥   
また、主な処方せん発行医療機関（病院・診療所）別に、後発医薬品への変更状況につ  

いてみると、それらの処方せんを1枚も後発医薬品へ変更しなかった薬局（後発医薬品へ  

の変更割合が0％）は、主な処方せん発行医療機関が病院の薬局では32．1％、診療所の薬  

局では41．3％であり、主な処方せん発行医療機関が診療所の保険薬局の方が、後発医薬品  

へ一枚も変更しなかった薬局の割合が高い。   

また、1枚以上実際に後発医薬品へ変更した薬局における、後発医薬品への変更割合につ  

いてみると、全体的に病院の方が高くなっている。  

図表26 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

（549薬局）のうち、実際に後発医薬品に変更した割合  

（主な処方せん発行医療機関別）  
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※ Nは、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局数   

（549）から、変更割合が無回答の薬局（41）、および変更割合不明（5）を除いた503   

薬局。  

以下、調剤基本料別、基準調剤加算別、主な処方せん発行医療機関別の度数分布表を示す。  合計  
（N＝510）   

主な処方せん発行医療叫関が   
病院と害えた薬局（H＝181）   

主な処方せん発行医療機関が  
診療所と答えた藁局（N＝36り  

無回答  
（N＝4）  

1・亘至了i亘奉有声1石示五重もヰ裏義i亭ヰ叫占末亘占i垂壷二重  
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国表28 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

のうち、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、  

後発医薬品への変更割合別の度数分布（調剤基本料別）  

図表30 r後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

のうち、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、  

後発医薬品への変更割合別の度数分布（主な処方せん発行医療樅関別）  
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※変更割合不明、無回答は除く  

図表29 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

のうち、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、  

後発医薬品への変更割合別の度数分布（基準調剤加算別）  

※変更割合不明、無回答は除く  

図表31「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

のうち、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、  

後発医薬品への変更割合別の度数分布（薬剤師数別）  
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※変更割合不明、無回答は除く  ※変更割合不明、無回答は除く   
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園表32 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

のうち、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、  

後発医薬品への変更割合別の度数分布（取り扱い処方せん枚数別）  

図表34 r後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

のうち、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、  

後発医薬品への変更部会別の度数分布（平成柑年10月における後発医薬品備蓄  

数別）  薬局■   
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図表33 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

のうち、後発医薬品へ変更可の処方せん（後発医薬品が存在するもの）に占める、  

後発医薬品への変更割合別の度数分布（薬剤師1人当たり取り扱い処方せん枚数  

別）  

詳変更割合不明、無回答は除く  
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※変更割合不明、無回答は除く  
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これを薬剤師数別、平成18年10月における取り扱い処方せん枚数別にみると、薬剤師  

数が多いほど、また、取り扱い処方せん枚数が多いほど、「設問のようなケース（患者が後  

発医薬品への変更を希望したが、処方せんの後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等が  

なかった場合）はなかった」との回答が少なくなっていた。  

図表37 r後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がなかった場合の対応  

（複数回答：薬剤師敢別）  

（4）後発医薬品への対応の状況（平成18年10月）  

平成18年10月1ケ月全体で、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方  

せんを1枚以上取り扱った経験のある549薬局における、後発医薬品への対応状況を調査  

した。  

1）患者が後発医薬品への変更を希望したが、処方せんのー後発医薬品への変更可」欄に処方  

医の署名等がなかった場合の対応   

「設問のようなケースはなかった」（44．1％）が最も多く、次いで「後発医薬品への変更  

可」欄に処方医の署名等がなかったため、その旨を患者さんに説明の上、変更しなかった」  

（34．1％）、「処方医に照会し、了解を得て変更した」（23．7％）となっている。  

図表35「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がなかった場合の対応（複数回答）  

N＝549  

001  1001   2001   3001   4001  500l  

33，3％      66．7％   
rせ舞翳1嵐への簾丈可J欄に¢方臣の暑名専がなかったため．  

その旨を患書さんに説明の上、■モしなかった  

処方匿に■会し，了解を嶋て蒙王した  

処方匿に市会したが、丁群が得られす書下しなかった  

モの他  

設問のようなケースはなかった  

■回寒  

図表38 r後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がなかった場合の対応  

（複数回答：取り扱い処方せん枚数別）  

1500～200q枚未満   8l   35，8≠   

6   

2000枚以上  134   39．8％   

無回答  

図表36 r後発医薬品への変更可J欄に処方医の署名等がなかった場合の対応  

（複数回答：主な処方せん発行医療機関別）  
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図表39「後発医薬品への変更可」備に処方医の署名等がなかった場合の対応  

（複数回答：薬剤師1人当たり取り扱い処方せん枚数別）  
2）患者が後発医礫品への変更を希望したが、患者が希望する後発医薬品の備蓄がなかった  

場合の対応  

（ア）患者が希望する後発医薬品の備蓄がなかった場合の対応  

「患者さんが希望する後発医薬品の備蓄がなかったため、直ちに手配し、変更した」  

（44・3％）が最も多く、次いで「設問のようなケースはなかった」（37．7％）、「患者さんが  

希望する後発医薬品の備蓄がなかったため、その旨を患者さんに説明し、変更しなかった」  

（17．3％）となっている。  

図表40 後発医薬品の備蓄がなかった場合の対応（複数回答）  

N＝54℡  

0．OI H）．O1   2001   3001   耶】O1   500l  

■書さんが書董ナる義■■■鳥の■書がなかったた鵬、  

■ちに手配し、t責した   

■書さんが義士ナもー景正嘉島の■書がなかったたれ  
モの瞥f■著さんに雛明L、責rLなかった  

t一）■  

敵間のようなケースはなかった  

■■●  

図表41後発医薬品の備蓄がなかった場合の対応   

（複数個答：主な処方せん先行医療機関別）  
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